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P-40 （分類：その他）

部局URAによる研究推進マネジメント
～科研費の総合支援の試みを事例として～
○ 中野 悦子,  森岡 和子 北海道大学大学院 文学研究科 研究推進室

RA協議会 第3回年次大会 2017.8.29-30

北海道大学大学院文学研究科では、より一層の研究力強化を目指して、2016年度URA3名体制の研究推進室へと機能強化が行われたのを機に、部局URAによる研究者の個別ニーズに合わせた科研費支援を開
始した。その特徴は、「テーラーメイド」の申請書作成支援を中心に、申請前の分担者との打ち合わせのための事前旅費支援や科研費採択後の運営支援、さらにはポータルサイトやニューズレターなどを用いた情報提供・
科研費関連のFD開催などを含む総合支援である。このようなトータルサポートは、研究者との距離が近い部局ならではの支援であり、URAによる支援開始以前に求められていた研究者からの要望に応えるものとなっている。
今後、全学の支援制度とも連携しながら、支援範囲を他の外部資金獲得や地域連携等へと拡大し、その業務領域を研究室の中に埋もれている研究シーズの発掘やマッチングの提案といった総合的な研究力強化マネ
ジメントへと深化させることを目指す。

【概要】
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研究推進室による申請書作成支援
支援対象者：文学研究科専任教員（助教を除く）
支 援 内 容：
１．申請書作成全般：表現や構成、レイアウトや図表の作成、予算作成に関わる相談、文字校正など。
２．情報提供 ：科研費の制度改革（特に審査制度）の内容や科研費の動向などの情報提供、

初めて科研費に申請する、しばらく応募していなかった等の場合に、e-Radの使い方
も含め、手続き面についての情報提供やサポート。

３．全学支援との連携・スケジュール管理
:全学支援（特に科研費アドバイザー支援）の応募や書類
提出の期日、申請書の部局提出〆切を適宜お知らせする等、
科研費申請書作成のスケジュール管理を支援し、ペースメーカー
の役割を果たす。

４．分担者からの情報集約（業績、分担者承諾書等）
研究分担者がいる研究課題の場合に、研究業績や承諾書の集約、そのための研究分担者との連絡等。
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研究推進室による科研費採択後支援
支援対象者：科研費の研究代表者である文学研究科専任教員（助教を除く）
支 援 内 容：

１．招聘手続きに関する旅費支援（海外・国内）や謝金等関連手続の支援
２．報告書作成時における研究分担者との連絡業務、業績の集約・e-Radへの入力
３．文学研究科ウェブサイトにおける広報支援

※ウェブサイトに科研費のページを作成、依頼に応じてリンクを貼る等支援。
４．サバティカル等で札幌以外に在住する研究代表者の物品購入などの手続支援

特徴・効果 ：採択後の事務作業の軽減。特に要望が多かった支援であり、効果が高い。文系科研費は、
金額的規模が小さいものが多いため、受けられる研究費に対する採択後の事務量の多さから、
申請自体を倦厭する研究者も多い。が、採択後の支援が受けられると知ることで、大型科研費
申請を促進する効果がある。

実 績 ：

研究計画調書（申請書）閲覧制度
支援対象者：文学研究科専任教員
支 援 内 容：文学研究科から提出された研究計画調書で、研究代表者本人から承諾が得られたものを閲覧対象

とする。部分公開OK。現在のところ、採択された代表者に協力を依頼。2016年度から開始。
部局内研究者の協力と科研費への申請ムードを促進。

全学支援とは・・・
①アドバイザー支援：本学教授経験者をアドバイザーとして科研費応募書類の事前添削指導を行う

科研費応募書類添削支援（科研費アドバイザー）。
②ステップアップ支援：上位研究種目へ応募し不採択となった研究代表者で所定の要件（審査結果

でA評価）を充たすものに対し、研究資金を支援（基盤S・Aへのステップアップで
250万円、基盤Bで100万円）。

③事務チェック ：提出前に申請書の形式チェック。
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【北大文学研究科での総合的科研費支援について】 ① 支援内容と実績

2016年申請 2017年申請
(17/8/25現在)

開示件数 7 18
閲覧人数 3 1

実 績 ： ※閲覧対象調書の種目・細目等（2017年8月現在18件）
【基盤Ａ】２件（日本史、社会学）
【基盤Ｂ】４件（哲学・倫理学、心理学、日本語学）
【基盤Ｃ】８件（地域研究、哲学・倫理学、思想史、日本史、アジア・アフリ
カ史、ヨーロッパ史・アメリカ史、文化人類学・民俗学、英米・英語圏文学）
【挑戦研究（萌芽）】１件（社会学およびその関連分野）
【挑戦的萌芽研究】２件（人間情報学、環境解析学）
【若手A】１件（人間情報学）

その他の支援・取り組み ～ 1年を通じての支援
○ 様々なツールを使って情報提供
・文学研究科教員メーリングリスト／ポータルサイト／ニューズレターの発行
・科研費支援に係わるFD・セミナーの実施
・研究推進室で関連図書を揃え、閲覧可能に。

○ データ分析
・採否の把握、分析、科研費採択状況等のデータ収集

○ 科研費支援についてのURAのスキルアップ、情報収集
・セミナー参加、審査員経験者等へのヒアリング、等

2015年度 2016年度 2017年度
(8月現在）

支援数（科研費課題件数） 7 10 8

内訳

１．招へい手続（支援した招へい者数*） 4 (12) 3 (22) 6 (8)
２. 報告書作成関連
（連絡業務を行った分担者等の総数） 3 (39) 8 (59) - (-)

３．ウェブサイトでの広報支援 3 3 3
４．札幌以外に在住する場合の手続き支援 0 1 0

*手続途中で支援を中断したものも含む

総合的科研費支援の実施

メリット: ① 研究者との距離の近さを生かして、研究者が求
めている支援を実施

② その研究者に合った採択への「ノウハウ」を、研究
者と支援者が互いに学べる

③ 科研費支援は、支援者が個々の研究者の旬な
研究内容を理解する絶好のチャンス！

他の外部資金・助成金へ拡大

メリット: ① すでにある科研費支援の仕組みやノウハウを活用
② 科研費支援から研究シーズについての情報がある
③ 研究者と支援者の信頼関係が構築できている

研究者とURAとの協働による
研究シーズの発掘とマッチング実現！

ステップ１ ステップ２

【北大文学研究科での総合的科研費支援について】 ② 課題と目標

【まとめ～部局URAによる研究推進マネジメントとは】

種目 2015年度申請 2016年度申請
基盤Ｓ 1 0
基盤A 2 1
基盤B 10 8
基盤C 3 11

挑戦（開拓） 1
挑戦（萌芽） 1
挑戦的萌芽 3
若手A 0 1
若手B 1 0
申請無 4 2
計 24 25

支援内容 2015年度申請 2016年度申請
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表現・構成 14 10
レイアウト 12 16
図表の作成 7
予算 8 13

文字校正 10 17
情報提供 20 20

スケジュール管理 15 5
分担者関連 8 3
その他 3 5

支援体制 : 文学研究科・研究推進室 URA2名+事務補佐員1名

支援実績：

・情報提供
（特に科研費改革について）
・支援希望内容のヒアリング
・審査結果の検討
・種目、審査区分の相談
・今後の支援プランについての相談

文・教員で2015年申請でステップ
アップ支援に応募、不採択も審査
結果Aでステップアップ支援に採択、
2016年度申請で晴れて採択され
たケースあり。

申込み
必要な

支援の提供
申請書の
提出

打ち合わせ
ヒアリング

・提出前に・・・
直前の校正、様式の調整
e-Radの操作支援

など

・テーマ構成、ロジックツリー
・図表の作成（目的・研究
体制等）
・予算積算支援
・分担者関連
・締め切りの連絡や定期的
な打合せでペースメイク

他

・教員メーリングリストで通知、
直接研究推進室へ好きなタ
イミングで申し込み可能
・適宜、声かけ＆ヒアリング
（特に科研費から遠ざかって
いる研究者へ）

支援と採択状況：

その理由は、研究者側からみれば、自分の必要なモノが得られるから。

採択率は、研究推進室の支援を受けた場合の方が高い！
2015年度申請分：37.5％（支援アリ 40.0％、支援なし 35.0%)
2016年度申請分：43.9％（支援アリ 56.6％、支援なし 27.8％）

※文学研究科教員のみの採択率（専門研究員、名誉教授等を除く）

文学研究科応募件数の半数近くを占めるポスドク＝「専門研
究員」の採択率が低いため、文学研究科全体の採択率が下が
る・・・！

課題① ポスドクへの支援の必要性？ 課題② 支援内容の向上ためには？

テーラーメイドであると同時に
システマティックでもある支援

支援を、①ある程度経験が必要なものと、②枠組みさえ出来れば
誰でも担当できる業務とに仕分けし、②のウエートを増やしていく。
また、担当者が代わっても支援が続けられるような仕組み作りを目指す。

情報収集と若手研究者のニーズ調査

・これまで支援対象を教員のみとしてきた。
・特に哲史文では、博士号取得直後にアカポスに就くのは難しいため、博士号
取得後に専門研究員として文学研究科に所属するのが一般的。
⇒ 若手研究者支援の一環として、科研費支援も必要・・・？

だが、教員向け支援と同じ支援をするには、マンパワーが足りない・・・

2016年度採択 2017年度採択
応募 採択 採択率 応募 採択 採択率

文学研究科全体 80 21 26.3% 84 22 26.2%
教員のみ

（教授・准教授・助教） 40 15 37.5% 41 18 43.9%

専門研究員 33 6 18.2% 39 4 10.3%
その他

（名誉教授、共同研究員等） 7 0 0.0% 4 0 0.0%

※件数にスタート支援を含む。 ※まずは・・・
・若手研究者向けセミナーで科研費申請を取り上げる
・科研費についての情報提供の機会を増やす
・科研費の不採択状況（審査結果）調査

必要な支援があれば採択率はアップするが、過去2年間は、
個々の支援方法は、各支援者の裁量に委ねられていた・・・

必要な支援を必要な方法で提供

メリット ⇒ きめ細やかなテーラーメイドの対応が可能

マンパワーに限界。依頼に対応するのが
中心となり、きっかけや支援があれば科研
費を獲得できると思われるのに、自らは支
援を求めてこない層にまで、なかなか支援
が回らない・・・

デメリット

※まずは・・・・「採択率向上アプローチ」（by 小澤芳明先生）の３つの課題 (①事務局内の課題、②教員・研究者に対する対応上の課
題、③タイムマネジメント上の課題) をチェックし、問題点の洗い出し。効率化をはかれる＝システマティックに出来る部分は、可能な限り実践
しつつ、テーラーメイドの良さを今まで以上に活用する。

（参考：小澤芳明他共著 『[新訂]研究計画書の進化と実際』 地域科学研究会 高等教育情報センター、2014年）

北海道大学文学研究科では、2015年度から科研費採択率向上のために、総合的な支援に取り組んできた。その結果、支援対象であった文学研究科教員の採択率の向上に寄与することができた。しかしながら、若手研究者な
ど支援対象ではなかった層の採択率の低さから、文学研究科全体の採択率向上につながっていないため、部局全体の対外的評価の向上という点で課題が残っている。また、現在の支援体制（URA2名+事務補佐員）では、マン
パワーに限りがあるため、今後は、効率的な支援が実現できる仕組みを構築し、今ある支援が恒常的に続けられる体制を作ることが目標となる。
一方で、この2年間の支援を通じて実感したのは、研究者のニーズは多種多様であり、それぞれのニーズに柔軟に応えていくことこそが確実に採択向上につながるということである。たとえば、様式のワード書式を整えることが、大きな
ハードルになっている研究者もいれば、URAが構成や内容に踏み込んで意見を述べることを積極的に求めている研究者もいる。このような個々のニーズに合わせた柔軟な対応は、部局レベルだからこそ可能な支援である。そしてそのプ
ロセスで研究者とURAがお互いに信頼関係を築くことが、科研費以外のプロジェクト（アウトリーチや社会貢献を含む）のためのマッチングや事業の成功のための鍵を握っているともいえる。つまり、URA主導で行う大型外部資金獲得
等の研究推進マネジメントは、個々の研究者らの研究内容の理解と互いの信頼関係なくしては、たとえプレアワードとして申請が採択されたとしても、プロジェクト実施の際に様々なひずみを生み出すのではないかと考える。
その点を考え、今後、北海道大学大学院文学研究科研究推進室では、科研費支援で得た研究への理解と研究者との信頼関係をもとに、研究者とURAとの協働による部局主導の大型プロジェクトの実現を目指していきたい。

現在行っている「若手研究者支援」は、大学院院生と専門研究員と
をまとめて行っているが、学位取得前の学生とポスドクは状況がかなり
違う！そこでまずはそれぞれのステータスにあわせた現状を知ることから
始める。

2015年度申請
（2016年度採択）

2016年度申請
（2017年度採択）

2017年度申請予定
（17/8/25現在）

申請件数 採択件数 採択率 申請件数 採択件数 採択率 申請件数 採択件数 採択率
基盤A 1 0 0.0% 1 1 100.0% 0 ー ー
基盤B 6 2 33.3% 3 0 0.0% 3 ー ー

挑戦（開拓） 1 0 0.0% 1 ー ー
計 7 2 28.6% 5 1 20.0% 4 ー ー

目的・特徴 ：大型科研費の申請促進。北海道という地理的マイナス要素を補うため、部局予算で旅費を支援。
支援対象者：基盤B規模以上の科研費に申請予定の研究代表者
支 援 内 容：研究分担者等らとの打合せのための出張旅費または招へい旅費（交通費+宿泊料+日当）。
支 援 額 ：基盤A以上は、50万円上限、基盤B規模は25万円を上限として支援。報告書提出義務あり。
実 績 ：

事前打ち合わせ旅費支援 札幌からの出張/招へい旅費支援 文学研究科研究者間の協力

部局ならではのテーラーメイド支援

支援の流れ : 研究者とURAの協働作業

研究推進室の
支援もアリ！

９月 公募情報公開

採否通知

ポストアワードの事務負担を軽減

URAの総合的研究力強化マネジメント力の発揮し、
部局主導のプロジェクトを推進！

更なる研究力強化へ！

⇒

※支援対象数 :2015年度 95名、2016年度 93名、2017年度 86名
科研費応募件数：2015年申請 40件、2016年申請 41件
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